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インドネシア大統領選挙、投票前のまとめ
インドネシアの大統領選挙まで3週間少々となりました。主要3候補で争われる今回の選挙の争点は

ジョコ路線の継承です。候補者のうちプラボウォ国防相とガンジャル前中部ジャワ州知事はジョコ路線を

引き継ぐ一方で、アニス前ジャカルタ特別州知事はジョコ路線の批判票を取り込む戦略です。世論調

査ではプラボウォ国防相がリードしていますが、選挙のことゆえ、最後まで見守る必要がありそうです。

■ インドネシア大統領選挙、プラボウォ
国防相が支持率でリードする展開

インドネシアでは24年2月14日に大統領選挙の

第1回投票と、国民議会選挙の実施が予定され

ています。大統領選挙の主要3候補は、プラボ

ウォ国防相、アニス前ジャカルタ特別州知事、ガ

ンジャル前中部ジャワ州知事です（図表1参照）。

世論調査では23年10月の選挙戦届け出締め切

りから足元まで、プラボウォ国防相がリードしてい

ます。一方で、アニス候補とガンジャル候補が接

戦で2位と3位を争う展開です。なお、最近の世

論調査でも約76%と高い支持率を維持する現職

のジョコ・ウィドド大統領は憲法の規定（3選禁止）

で今年の大統領選挙に出馬できません。

インドネシアの大統領選挙では第１回投票で得票

率が過半数の候補がいなかった場合、6月26日

に決選投票が実施される予定です。

■ ジョコ路線を引き継ぐ候補と、批判票
を取り込む候補

主要3候補の支持率の動向を見ると、図表1にあ

るようにプラボウォ国防相が支持率でリードしてい

ます。しかし、同調査の前回（23年11月～12月）

におけるプラボウォ国防相の支持率は同じ45.8%

であったことから高止まりとも見られます。選挙戦

をリードしているのはプラボウォ国防相ですが、1

回で決めるには票の上積みが求められます。

2位のアニス候補は前回が22.8%であったことから、

小幅ながら支持を増やしています。一方でガン

ジャル候補は前回の支持率が25.6%で、足元で

は23.0%と支持率をやや落としています。なお、同

調査で態度未定の回答は6%未満と浮動票の余

地は小さく、決選投票の可能性もあります。

今回のインドネシア大統領選挙で勝敗を左右する

1つの要因と見られるのがジョコ路線の継続です。

選挙戦でジョコ路線の継続を訴えるのはプラボ

ウォ候補と、ガンジャル候補です。対照的なのが

アニス氏で、ジョコ政権の批判票を取り込む戦略

を展開しています。また、副大統領候補にイスラ

ム教徒を支持基盤とする国民覚醒党（PKB）党首

のムハイミン氏を擁立するなど宗教勢力の支持を

基盤とする戦略をとっています。

ジョコ大統領の代表的な政策の１つが首都移転

です。インドネシア当局は独立記念日にあたる24

※支持率は Indikator Politik Indonesiaの世論調査に基づく

同調査は23年12月30日から24年1月6日に実施され、1月18日に発
表された
出所：各種報道等を参考にピクテ・ジャパン作成

図表1：インドネシア大統領選挙、主要3候補について

候補者氏名 主な支持政党 副大統領候補 支持率

プラボウォ国防

相

グリンドラ党な

ど

ギブラン・スラカ

ルタ市長
45.8%

アニス前ジャカ

ルタ特別州知事

無所属(変革の

連合が支持)

ムハイミン国民

議会副議長
25.5%

ガンジャル前中

部ジャワ州知事
闘争民主党

マフッド政治・法

務・治安担当相
23.0%
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年の8月17日からカリマンタン島の東部へ首都の

移転を順次開始する予定です。このプロジェクトに

対し、ジョコ路線継続を訴える2氏は当然首都移

転を支持しています。一方、ジョコ路線に批判的

なアニス候補は23年12月に開催された候補者

による第1回討論会で首都移転の見直しを表明し

ました。

同じジョコ路線を掲げるプラボウォ候補と、ガン

ジャル候補ですが、支持率はプラボウォ候補が明

らかにリードしています。プラボウォ候補とガンジャ

ル候補はともに首都移転を支持するなど政策は

似ています。プラボウォ候補はインドネシアが実施

しているニッケル（埋蔵量は世界一ともいわれる）

を禁輸するなど、資源輸出の制限を明確に支持

し、国内産業の育成を主張していますが、ガン

ジャル候補は同様の政策を支持するものの、支

持率は伸び悩んでいます。

その背景として、プラボウォ候補が副大統領候補

としてジョコ大統領の長男であるギブラン氏を擁立

している点が挙げられます。プラボウォ候補は14

年と19年の大統領選でジョコ大統領と戦い敗れ

た、いわばライバルです。もっとも、その後、ジョコ

氏に請われて国防相に就き、関係を改善してきま

した。そのうえジョコ大統領の長男を擁立すること

で、ジョコ路線の継承を明確にしました。

なお、ジョコ大統領はこれまで誰を支持するのか

明確にしませんでした。しかし現地の報道などでは、

ジョコ大統領は長男を擁立するプラボウォ候補を

支持する立場を明らかにしつつあります。ジョコ大

統領が、それまでの中立からプラボウォ候補への

支持を明らかにし始めたのは比較的最近で、この

動きが世論調査に反映されているのか判断でき

ませんが、影響は小さくないかもしれません。

ではないかと思います。また、庶民派として親しま

れていることも人気の背景です。過去のインドネシ

アの大統領が高級官僚や軍人など特定の機関の

出身者であったことに比べ、庶民派のジョコ大統

領は、出身の特定勢力に依存せず、各勢力と微

妙な距離を保ったことが強さの背景でしょう。イン

ドネシアの初代スカルノ大統領は、「建国の父」と

呼ばれ、今でも一定の人気があります。一方、ス

カルノ氏の後を受けた2代目のスハルト大統領は

「開発の父」としてアジア通貨危機以前のインドネ

シアの開発をリードしてきました。

スカルノとスハルトの両氏はすでに亡くなっていま

すが、この両者の影がインドネシアの政治に影響

力を残しています。例えば、闘争民主党のメガワ

ティ党首はスカルノ初代大統領の長女で、闘争

民主党からすれば１党員に過ぎないジョコ大統領

に圧力をかけることもありました。ジョコ大統領はこ

のような様々な勢力から微妙な距離を保ち、政策

運営をしてきたとことが強みであったと思われます。

ジョコ政権が発足した14年から足元までのインド

ネシアの経済成長率を見ると、コロナ禍の時期を

除けば概ね5%前後の成長を維持しています。イ

ンフレ率も就任当初上昇する時期もありましたが、

こちらもコロナ禍を除けば落ち着いた推移となって

います。経済運営の実績に不満は少なく、ジョコ

路線を継続する戦略は政治的に受け入れられそ

うです。

ジョコ大統領の長男を副大統領候補とするプラボ

ウォ候補は選挙戦を優位に進めていますが、縁

故主義という批判があります。また、プラボウォ候

補は闘争民主党のメガワティ党首の意向を受ける

ガンジャル氏の対立候補として選挙を戦うわけで

すから、闘争民主党からの抵抗も根強いと思わ

れます。対立の構図が残る中、選挙の行方を占う

のは困難です。■ 高い人気を誇るジョコ大統領の路線
を受け継ぐのも簡単ではない

人気が高いジョコ大統領の特色を簡単に説明す

るのは難しいですが、1つには優れたバランス感覚
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ピクテ・ジャパンの投資信託をご購入する際の留意事項

1．投資信託に係るリスクについて

（1）投資信託は、値動きのある有価証券等（外貨建資産に投資する場合は、為替変動リスクもあります）に投資いたしますので、基準価額
は変動します。したがって、投資者の皆様の投資元本が保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本
を割り込むことがあります。

（2）また、投資信託は、個別の投資信託毎に投資対象資産の種類や投資制限、取引市場、投資対象国等が異なることから、リスクの内容
や性質が異なりますので、ご投資にあたっては目論見書や契約締結前交付書面をよくご覧ください。

2．投資信託に係る費用について （2023年12月末日現在）

ご投資いただくお客様には以下の費用をご負担いただきます。
（1）お申込時に直接ご負担いただく費用：申込手数料 上限3.85%（税込）
※申込手数料上限は販売会社により異なります。
※投資信託によっては、追加設定時信託財産留保額（上限0.6%）をご負担いただく場合があります。

（2）ご解約時に直接ご負担いただく費用：信託財産留保額 上限0.6%
（3）投資信託の保有期間中に間接的にご負担いただく費用：信託報酬 上限年率2.09%（税込）
※ファンド・オブ・ファンズの場合、ここでは投資対象ファンドの信託報酬を含む実質的な負担を信託報酬とします。
※別途成功報酬がかかる場合があります。

（4）その他費用・手数料等：監査費用を含む信託事務に要する諸費用、組入有価証券の売買委託手数料等、外国における資産の保管等
に要する費用等は、信託財産から支払われます（これらの費用等は運用状況等により変動するため、事前に料率・上限額等を記載す
ることはできません）。
ファンド・オブ・ファンズの場合、投資先ファンドにおいて、信託財産に課される税金、弁護士への報酬、監査費用、有価証券等の売買
に係る手数料等の費用が当該投資先ファンドの信託財産から支払われることがあります。詳しくは、目論見書、契約締結前交付書面
等でご確認ください。

当該費用の合計額については、投資者の皆様がファンドを保有される期間等に応じて異なりますので、表示することができません。

《ご注意》
上記に記載しているリスクや費用項目につきましては、一般的な投資信託を想定しております。費用の料率につきましては、ピクテ・ジャパン株
式会社が運用するすべての投資信託のうち、徴収する各費用における最高の料率を記載しています。投資信託に係るリスクや費用は、各投資
信託により異なりますので、ご投資される際には、事前によく目論見書や契約締結前交付書面をご覧ください。
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